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子どもの学びをトコトン支える県民の会って何？

学校や行政だけでなく行政、産業、大学、保護者、地域団体等、
多様な立場の関係者にお声がけして、

学校現場の業務実態について話し合ってもらい、
みんなで学校を支えようという機運醸成

課題意識：「学校の先生の負担感解消」学校だけで解決できるのか

みんなで
解決する必要
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子どもの学びをトコトン支える県民の会でやったこと（その１）

学校や先生が担っている業務について、どうしたら負担を減らせるか、
学校は、保護者との関係性をどうつくっていけばよいか、 について考えました。
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（参考）文科省3分類「基本的には学校以外が担うべき業務」の棚卸し
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（参考）「保護者との関係性をどうつくっていけばよいか」で出た意見の整理
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子どもの学びをトコトン支える県民の会でやったこと（その２）

「みんなで学校を支えます」
という共同宣言を
発出しました。

併せて、一部の保護者等の
来校者による“行き過ぎた
行為”をご遠慮いただくた
めの啓発ポスターも、
支える会の同意のもと
作成しました。

これらはポスターにして各
学校に配布するほか、
県のHPから自由に
ダウンロード、印刷して
ご利用いただけます。

会議の概要、ポスターのダウンロードはこちら
https://www.pref.nagano.lg.jp/kyoiku/kyoiku02/kenminnnokai.html
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学校現場からの声

今までは「学校が頑張らなくちゃ」と思っていた。今回の話を
聞いて、「地域が学校を支えてくれる」という雰囲気を感じた。
ぜひ、具体的な活動につながってほしいと思った。（校長）

ニュースを見ていたら流れてきた。
いろんな方を巻き込んで学校を支えていこうとしてくれることが
伝わってきて、嬉しかった。（教諭）

「来校者の皆様へ」のポスターは、疲弊した職員の防波堤の
１つとなり、心強いと感じた（管理職・教諭から多数声あり）
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8/6ともつくミーティングでも取り上げていただきました
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一人ひとりの
学びたいを叶

えるため、

先生が子ども
と向き合える

よう応援しま
す

（県教委のこれから）

この宣言から
各地で取組の

狼煙が上がるよう、
伴走支援に
取り組みます。
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伴走支援

県内教員向けに開催している働き方シェアミーティングで
学校改革に意欲的な教職員をつなぎ、
校種やエリアを超えたコミュニティをつくります。

学校改革に挑戦する教員のネットワーキング

学校改革支援センターや、文科省「学校における働き方改革の
推進に関する調査研究」を活用し、「この会のような話し合いを学
校単位でも持ちたい、学校を変えたい」と思っている学校を伴走
支援します。

学校改革の伴走支援
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負担軽減
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